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1965.2^-1966.5
〈学会および研究会報告〉
※第16回関西社会学会
(65年5月23日,大阪府立大学)
「真珠養殖業における企業体の性格」
中 田 実
後 藤 和 夫
※第38回日本社会学会
重点部会 「志摩漁村の社会学的研究」
「総 論」 川 越 淳 二
「漁村構造の展開と漁民層の分解」
中 田 実
後 藤 和 夫
「漁業組合と村落組織」
牧 野 由 朗
島 本 彦 次 郎
〈現地調査〉
㈲ 三重県菰野財産区沿革調査
65年2月14～15日・6月26～27日・10月26
～27日,森所員は三重県三重郡菰野財産区事
務局所蔵書類を中心に,同 区有財産の形成 と
運営にかんする調査をおこなった。
(B、愛知県 日間賀島の産業と生活調査
65年3月11～16日と8月16～20日,森所員
は日本福祉大学野久尾徳美教授 ら2人ととも
に,愛知県知多郡南知多町 日間賀島の産業と
生活に関する聞取調査をおこない,同 島にお
けるしぼり産業の発展過程やそれによる人口
流出防止の要因を明らかにした。
なおこの成果は く著書および論文〉の項参照。
(C)西三河地区古文書採訪調査
65年5月26日～6月5日,歌 川 ・森両所員
は,東 京大学史料編纂所小野信二教授 らとと
もに,西 三河地方一帯の中世,近 世文書を調
査 し,所在目録の作成 ・写真撮影などをおこ
なった。
(D)静岡県三ケ日地区基礎調査
65年6月19～20日,久曽神 ・島本 ・歌川 ・
夏目 ・浅若 ・榊原 ・森所員は,研 究の基礎資
料を得る目的で,三 ケ日町地内の遺跡や文書
所蔵家を訪ね,所 蔵目録の作所や史料の写真
撮影をおこなった。
(E)志摩漁村総合学術調査
65年7月19～23日,川越 ・島本 ・牧野 ・森
所員は,63年以来継続調査中の三重県志摩郡
浜島町浜島 ・大王町立神両漁協所蔵文書類を
調査 し,明治 ・大正期の漁業組織などに関す
る資料多数を得た。
(F)愛知県常滑窯業調査
65年7月25日～8.月1日,森所員は,本学
玉城肇教授や本学経済史研究会員17名ととも
に愛知県常滑市において,同 市内の窯業現況
調査をおこない,基 礎的な資料を得た。
(G)志摩漁村の構造と変容にかんする研究
65年7月～8月,中 田,後藤両所員は,愛
知大学,奈 良女子大学の学生14名とともに,
志摩漁村総合学術調査の一環として,三 重県
志摩郡大王町船越の村落構造と真珠養殖業を
中心とする漁業経営について 同地 を調査 し
た。 なお,研 究成果 については,<学 会発
表〉および く論文〉の項参照。
(H)英虞湾布施田地区漁業構造基礎調査
65年8月27日～9月1日,森 所員は本学黒
木三郎教授 ・本学大学院生2名 ・本学法社会
学研究会員58名とともに,三 重県志摩郡志摩
町布施田において,同 町における真珠養殖業
の形成と実態を中心に,漁 業構造に関する基
礎調査をおこなった。
なお,こ の成果は,近 く本学中部地方産業研
究所から出刊される予定。
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ii)静岡県乾山古墳群第4号 墳発堀調査
65年8月11～14日,夏目所員は静岡県立三
ケ日高校教諭 ・生徒十数名とともに,同県引
佐郡三ケ日町マカヤ字乾山の乾山4号墳を発
堀 した。同古墳は,盗 堀の形跡あり,発堀の
結果管玉8個,勾 玉1個 と須恵器(カ メ ・ツ
ボ各1個)を 出土 した。
(J)静岡県入出漁協三浦家文書調査
65年9月1～4日,歌 川 ・浅若 ・鈴木 ・森
所員は,本 学史学科生,歴 史学研究会員60余
名とともに,静 岡県湖西町入出漁業協同組合
事務所に保管中の,元 庄屋三浦家の浦方文書
を調査し,史料目録の作成と主要史料の筆写
をおこなった。
(K》愛知県新城地区古文書探訪調査
65年9月30日～10月11日,歌川 ・森両所員
は,東京大学史料編纂所菊地勇次郎教授を主
任とする古文書調査班に随行 し,新城市内の
文書所蔵者を調査 した。この調査では,所蔵
者別史料目録の作成と,一部史料の写真撮影
をおこなった。
(L)愛知県御津町河原田遺跡発堀調査
65年ll月15～30日,歌川 ・森両所員は,本
学史学科教員,学 生50余名とともに,愛 知県
宝飯郡御津町上佐脇字河原田の弥生時代遺跡
を発堀調査 し,甕棺その他多数の土器類を出
土した。なお,期 関中,浅若 ・佐 々木両所員
も一部参加 した。
(M)愛知県御津町上佐脇区有文書調査
65年ll月22日,歌川 ・森両所員は,本学史
学科生3名 とともに,宝飯郡御津町上佐脇区
公民館に保管中の同区有文書を調査 し,所蔵
史料目録を作成 した。
(N)豊橋市小野田町寺西古墳発堀調査
65年12月2～31日,歌川所員は本学史学科
生20名とともに,豊橋市小野田町寺西におい
て石組古墳を発堀 し,同墳の構造を調査 した
ほか,土 器 ・鉄器類を多数出土 した。
なお,こ の発堀調査の結果は本学 「文学論叢
・第32号』に報告されている。
(0)浄瑠璃姫伝説裏付調査
66年1月と3月 の内2日 間にわたり,久 曽
神所員は10余名の同好研究者 とともに岡崎市
矢作付近を踏査 し,浄瑠璃姫伝説に関する資
料を蒐集。 縁起の写真撮影な どを おこな っ
た。なお,こ の研究成果は本紀要に発表され
ている。
(P)御津町上佐脇条里遺構発堀調査
66年3月5～8日,歌 川所員は本学史学科
生5名 と,愛知県宝飯郡御津町上佐脇におけ
る条里遺構を発堀調査 し,その構成を確認し
た。なお,こ の研究成果は本紀要に発表 され
ている。
(Q)豊橋市大崎町有足古墳発堀調査
66年5.月21日～22日,歌川所員は本学史学
科生20名とともに豊橋市大崎町有足地区内の
古墳を発堀調査 し,土器1個 を出土 した。
(R)在原業平関係資料調査
66年5月中の1日,久 曽神所員はほかに13
名の研究者とともに,在原業平関係資料を求
あ,刈 谷市井ケ谷 ・碧海郡知立町両地区を踏
査した。
(S)半田市近世史料調査
65年11月以降のべ20余日間,森所員は半田
市の嘱を受け,同市内乙川村庄屋文書そのほ
かを調査 し,「乙川村方文書 目録」を作成 し
た。なお,こ の調査は現在継続中で,研 究成
果は67年秋以後順次出版される予定。
(T)禅宗教団の発展に関する基礎的研究
65年4月から66年5月へかけて10日間にわ
たり,鈴木泰所員は他の研究者とともに,伊
勢 ・紀伊 ・遠江 ・美濃 ・尾張の禅宗寺院約20
か寺を調査 し,本末台帳 ・輪住世代譜 ・寺院
教団内部の行事日鑑 ・清規などを多数集録し
た。
なお,研 究の成果は,〈論文〉の項参照。
〈著書 ・論文〉(「 」は著書,「 」は論文)
○歌川学所員
「遠江国引佐郡における条里制の遺構」愛知
大学文学論叢第30輯(65年3月)
「寺西一号墳発堀調査概報」愛知大学文学論
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叢第32輯(66年3月)
○久曽神昇所員
「小野道風の書状」かな研究19号(65年4月)
「北山抄紙背仮名消息」かな研究20号(65年
7月)
「砂子切兼実集」かな研究21号(65年10月)
「三十六人撰とその秀歌」愛知大学文学論叢
第31輯(66年1月)
「高野切の新資料」かな研究22号(66年1月)
「西本願寺本三十六人集精成」風間書房(66
年3月)
「西行の仮名消息」かな研究23号(66年4月)
○近藤恒次所員
「三河文献集成 近世編(下)」 愛知県宝飯
地方史編纂委員会(65年7月)
○榊原淳一郎所員
「(千郷村)慶 長九年検地帳」(共編)栓 行館
文庫(65年4月)
○鈴木泰山所員
「日本初期禅宗教団の成立とその宗風(第 一
回)」愛知大学文学論叢第32輯(66年3月)
○中島巌所員
「THOMSON「見本説」と智能の定義」愛
知大学文学論叢第30輯(65年3月)
「智能研究の方法論に関する一省察」愛知大
学文学論叢第32輯(66年3月)
○中田実所員
「(H・K・ ウェルズ著)パ ヴロフとフロイ
ト』(共 訳)黎 明書房(66年2月)
「真珠養殖業の導入と沿岸漁村の変容一三重
県志摩郡大王町船越一」愛知大学文学論叢第
32輯(66年3月)
○夏 目隆文所員
「aあらたまのきへ゜私注一 鹿玉郡覇多郷
の伎人の民戸一 」美夫君志第8号(65年3
月)
○堀井令以知所員
「単語 ・連語の構成論の方法」明治書院(65
年2月)
「虚辞否定について」言語研究47号(65年3
月)
「国語について」 日本語5月 号(65年5月)
『尼門跡の言語生活の調査研 究」風間:書房
(65年8月)
「言語類型学の方法」愛知大学文学論叢第31
輯(66年1月)
「ch.GuirandのLesverbessignifiant,,
voir"enlatinについて」言語研究48号(66
年2月)
○森靖雄所員
「離島の生活と福祉一 愛知県知多郡日間賀
島実態調査報告書一 」(共 同執筆)愛 知県
社会福祉協議会(65年3月)
「愛知県 日間賀島 しぼり産業小史」中部地方
総合史学研究会(66年3月)
○川越淳二 ・森靖雄 ・後藤和夫 ・中田実 ・島
本彦次郎 ・牧野由朗所員
「海女のむら一 鳥羽市国崎町一 」愛知大
学綜合郷土研究所(65年3月)
<昭和40年度研究所組織》
所 長
所 員
久曽神 昇
浅若 晃
川越 淳二
見城 幸雄
近藤 恒次
佐 木々忠夫
鈴木 泰山
中島 巌
夏目 隆文
堀井令以知
森 靖雄
運営委員(庶 務)堀 井令以知
(企画)島 本彦次郎
(資料)歌 川 学
(編集)川 越 淳二
幹事 ・講師 森 靖雄
事務嘱託 宮坂 佳子
歌川 学
久曽神 昇
後藤 和夫
榊原惇一郎
島本彦次郎
鈴木 中正
中田 実
中出 惇
牧野 由朗
<所員会議>
65年5月6日所員会議を開催。昭和39年度
決算報告を承認。昭和40年度予算案を決定。
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昨年度にひきつづき,郷土資料の充実を重点
事業とし,その一環として,資 料蒐集を目的
とした共同調査を企画するように決定。
研究所人事について,中 田実 ・森靖雄両講
師を研究員から所員へ委嘱変更。中島巌講師
を所員に委嘱。榊原惇一郎 ・佐々木忠夫両研
究員の委嘱更新を決定 した。
任期満了にともなう運営委員改選の結果,
次の4所員が再選された。島本彦次郎 ・歌川
学 ・堀井令以知 ・川越淳二。なお本年度から
幹事制を復活 し,森所員を幹事に委嘱 した。
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